
身近 な防災

～女性の視点で防災対策～

2011年3月11日に発生した東日本大震災では、多くの女性や妊産婦、障害者、

高齢者など、いわゆる災害弱者と言われる方々がより困難な状況におかれました。

2022年 1 月 29 日 （土） 9 : 4 5～ 1 1 : 4 0

パネリスト

主催・問合せ 柏市男女共同参画センター 電話 04‐7167‐1127 企画・運営 NPO法人パートナーシップながれやま

新型コロナウィルス感染症対策のため、体温を測定してきてください。また、マスク（ご自身でご用
意ください）の着用をお願いします。なお、当日、体調の悪い方や咳・発熱の症状がある方は参加を
ご遠慮願います。講座の実施に関して変更があった場合は、個別に連絡いたします。

定 員 参加費

申 込 ❆ ー

❆ ー

受付期間

講師 堂本暁子 さん

薄井 篤子 さん

矢口 輝美 さん

青木 八重子 さん

地震や台風などの災害はいつ来るか分かりません。もしもの時のためにどんな準備を

しておけばよいのでしょうか。日頃から防災活動をされている講師の皆さんと一緒に考えます。

04-7167-1127

。



堂本 暁子さん

薄井 篤子さん

矢口 輝美さん

青木 八重子さん

駐車場・駐輪場はありませんので、公共交通機関
をご利用いただくか、近くの有料駐車場・駐輪場
をご利用ください

❆ の 場 合 ー

04-7167-1127

info-kyds@city.kashiwa.chiba.jp
、 、

❆ の場合 ー

1932年生まれ（89歳）。東京女子大学卒業。TBS報道局記者・ディレクターを経て、参議院
議員（1989～2001年）2期12年、ジェンダー・多様性の視点から男女共同参画社会基本法、
DV防止法、NPO法などの立法に尽力した。その後、女性初の千葉県知事（2001～2009年）と
して2期8年、男女共同参画政策やNPO政策などに力を注いだ。現在も、防災・減災日本COS
ネットワーク共同代表を務めるなど、多方面で活躍している。

2011年3月より埼玉県で東日本大震災・原発事故からの避難者支援を開始。
2017年には特定非営利活動法人埼玉広域避難者支援センターを創設し、復興庁の避難者支援
事業を受託して県外避難者の生活再建支援に取り組んでいる。
2013～2016年には復興庁男女共同参画班上席政策調査官、2020年からは埼玉県男女共同参画
推進センターの事業コーディネータとして勤務中。神田外語大学他非常勤講師。男女共同参
画と災害・復興ネットワーク運営委員。

2014年学習塾アトラス千葉塾を開校。2016年12月に主任児童委員就任、教育を変える必要性
を強く感じる。2019年女性の防災リーダー養成講座を修了後、流山防災まちづくりプロジェ
クトを設立。避難所運営には地域の子ども達の力が必要である事を伝えていく事で、子ども
達の自己効用感が育つことを信じ、市内小中学校での避難所開設訓練実施に向けて活動して
いる。

東日本大震災を機に、当事者として乳幼児のいる家庭に向けた防災に取り組み「わたしにも
できる防災・減災ノートIN流山」を発行。活動の中で、高齢世帯や外国人などにも視野を広
げた防災情報の発信、普及啓発活動の必要性を感じ「多言語の防災ガイドブック」を発行、
また「防災寺子屋sole！（そ～れ）」を立ち上げ、各地の自治会や老人会、子育てサークル
などで防災出前講座を実施している。

(Zoom)


